
道
央
複
合
都
市
圏
構
想
を
考
え
る
｜
｜
生
活
圏
ν
グ
ェ
ル
の
視
点
｜
｜

福

島

義

和

－
北
海
道
新
長
期
計
画
と
道
央
複
合
都
市
闇
構
想

国
民
生
活
白
書
ハ
昭
和
六
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
住
民
の
中
流
意
識
は
薄
れ
、
自
分
の
生
活
を
「
下
層
タ
ラ
ス
」
と
す
る
比
率
が
初
め

て
二
割
を
超
え
た
。
特
に
地
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
東
京
国
で
は
、
資
産
格
差
に
伴
う
ニ
ュ

l
リ
ッ
チ
層
と
ニ
ュ

1
プ
ア
層
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
状
況
は
一
般
の
人
々
に
極
度
の
不
平
等
感
や
不
公
平
感
を
募
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

・マ

ク
ロ
的
に
日
本
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
昭
和
五

O
年
初
め
ま
で
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
縮
小
し
て
き
た
東
京
圏
と
地
方
圏
の
所
得
絡
差

が
、
一
丹
び
昭
和
五
六
年
以
降
拡
大
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
は
地
方
圏
（
大
都
市
圏
以
外
の
区
域
）
か
ら
大
都
市
圏

ベ
の
転
入
超
過
が
再
び
始
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
所
得
格
差
の
拡
大
化
と
転
入
超
過
の
聞
に
強
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
？

例
え
ば
北
海
道
と
東
京
圏
の
関
係
で
み
る
と
、
昭
和
五

a
八
年
頃
よ
り
北
海
道
か
ら
東
京
圏
へ
転
出
す
る
人
数
は
増
大
傾
向
で
あ
る

ハ
第
一
図
参
照
）
。
北
海
道
で
は
昭
和
五
八
年
に
一
人
当
り
の
県
民
所
得
が
相
対
的
に
他
地
方
に
比
べ
か
な
り
落
込
み
、
東
京
圏
・（
関
東

圏
）
と
の
所
得
格
差
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
ハ
第
二
一
凶
参
照
〉
。

こ
の
事
実
は
改
訂
さ
れ
た
一
人
当
り
の
県
民
個
人
所
得
の
第
一
表
か
ら
も
、
よ
り
鮮
明
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
問
題
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地方圏から東京圏への転出超過数の推移Ml図

（万人）
12 

10 

8 

6 

4 

北海道からの
転出超過数2 

~ 
（年）

「住民基本合繊人口移動報告年報」 (1975～8持〉より作成

80 79 78 77 
0 
1975 76 

に
な
っ
て
い
る
東
京
一
極
集
中
化
に
み
ら
れ
る
東
京
固
と
地
方
固
と
の

390 

地
域
格
差
、
特
に
北
海
道
と
の
場
合
は
昭
和
五
九
年
に
か
な
り
深
刻
な

事
態
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五

0
年
代
前
半
に
「
地
方
の
時
代
L

と
騒

が
れ
た
頃
が
非
常
に
遠
い
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

現
在
、
北
海
道
に
お
い
て
石
炭
産
業
や
素
材
産
業
な
ど
は
産
業
構
造

調
整
に
よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
る
農
林

水
産
業
も
、
需
要
の
低
迷
や
国
際
的
な
規
制
の
強
ま
り
な
ど
か
ら
、
経

営
環
境
は
厳
し
い
。
都
市
に
お
い
て
も
産
業
立
地
が
進
ま
ず
、
周
辺
地

域
の
経
済
力
の
低
下
の
中
で
、
停
滞
の
色
を
濃
く
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
昭
和
六
二
年
六
月
に
北
海
道
開
発
調
査
部
は
「
北

海
道
新
長
期
計
画
」
を
提
案
し
、
北
海
道
の
発
展
の
可
能
性
を
見
い
だ

円

3
V

そ
う
と
し
た
。
そ
の
計
画
案
で
は
六
つ
の
地
域
生
活
経
済
圏
を
設
定
し

（
第
三
図
参
照
〉
、
特
に
そ
の
一
つ
の
道
央
圏
（
道
内
の
中
枢
管
理
機
能
や
工

（出所）

業
の
生
産
能
力
な
ど
の
大
半
が
集
中
し
て
い
る
〉
内
に
、
重
要
点
地
域
と
し

（
第
四
図
参
照
〉
。
こ
の
人
口
五
万

て
道
央
複
合
都
市
圏
を
設
け
て
い
る

人
以
上
の
八
都
市
を
核
と
し
た
道
央
複
合
都
市
圏
ハ
第
五
図
怠
照
）
は
、

第
二
表
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
昭
和
六

O
年
現
在
全
道
人
口
の
四
二

・
四
%
を
し
め
る
こ
四

0
・
八
万
人
が
居
住
し
て
お
り
、
道
央
固
ま
で



道失復合都市園調車想を考える

第2図 1人当たり県民所得の推移 C全国＝100)
120 

110 

100 

関 東

,1975 76 77 78 79 80 

ー一一～一一一一一一一一一一一一～～近畿
）

国海

洋

一r、

恥
ψ

一首
刈

。04
－

。4
－

0
0
4
 

0
0
4
 

90 

，，っこ戸、ご“．
北 陸

『ミミ三三ごさ長：；.中 国

北海道

＝＋：二二二~一一ー一ー一ーー九 州、l
四 国
東北口

80 

10・・ 沖縄

〈出所〉 経済企画庁『円高を乗り越え新たな；発展をめざす地域経済』 1987,
168頁，第Il-3-2図．

〈注） 1) 東北は新潟を加えた7県の平均である．
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第 1；表 1人当たりの県民個人所得の推移

｜昭如5年｜昭和田年｜昭和田年

北I海道1 65.2 I 74.o I 66.9 

東京I 100.0 I 100.0 I 100.0 

〈出所〉 経済企画庁「県民経済計算年報1から
。一審問！用．



全道tζ広がる地域生活経済圏第3図

¥) 

－． 

u 

‘ 、
-＞‘l..:i.l 

地
域
を
広
げ
る
と
全
道
人
口
の
過
半
数
を
上

392 

〈出所〉 北海道開発調査怒 (1987）：『北海道新長期計画案（釜本計画編）』，208ページ．

回
る
五
六
・
六
%
の
三
一
二
・
七
万
人
の
人

々
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
北
海
道

に
お
け
る
こ
の
地
域
へ
の
一
極
集
中
化
が
想

像
で
き
る
。

札
幌
を
中
按
に
し
た
、
小
樽
・
江
別
・
千

歳
・
苫
小
牧
・
室
蘭
な
ど
を
結
ぶ
道
央
複
合

都
市
圏
構
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
て

お
こ
う
。
こ
の
構
想
は
北
海
道
の
全
体
レ
ヴ

ェ
ル
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
高
次
の
機
能

〈
研
究
開
発
や
情
報
な
ど
〉
の
集
積
を
進
め
、

こ
の
集
積
の
効
果
を
交
通
・
情
報
ネ
V

ト
ワ

ー
ク
を
通
し
て
函
館
・
旭
川
・
北
見
－・
網
走

・
帯
広
・
釧
路
の
よ
う
た
他
の
圏
域
の
中
核

都
市
に
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て

都
市
の
機
能
を
生
か
し
て
、
都
市
と
農
山
漁

村
と
が
結
び
付
き
を
強
め
、
共
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
新
千
歳
空
港



道央複合都市圏構想を考える

道夫圏館 4図

。
。

準中核都市

中心都市

を
核
と
し
た
「
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構

想
」
（
第
五
図
怠
照
〉
も
北
海
道
を
リ
l

ド
す
る
産
業
の
拠
点
尋
つ
く
り
で
あ
り
、

こ
の
道
央
復
合
都
市
圏
構
想
と
同
じ
流

れ
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

E

道
央
複
合
都
市
圏

の
現
状
と
全
国
総

合
開
発
計
画

前
章
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
道

央
複
合
都
市
圏
は
道
央
圏
ハ
地
域
生
活
経

済
圏
の
一
つ
〉
の
中
核
地
域
で
あ
り
、
こ

の
地
域
の
発
展
こ
そ
が
北
海
道
全
体
の

経
済
の
浮
沈
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
あ
る
一
つ
の
事
実
が
思
い

浮
か
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
三
七

393 

年
の
地
方
分
散
に
重
点
を
置
い
た
旧
全



道央複合都市圏第5図

第4図と同じ（出所〉

〈千人，%）地域生活経済圏の人口

1996年
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倍
構成比

10.0 

6.9 

57.4 

44.7 

14.7 

6.9 

6.5 

3.4 

6.6 

4.4 

7.3 

4.4 

100 

f注〉 地域生活経務圏人口は霊彼地域を含んでおり，合計僚は金道人口と一致しない．
〈出所） 北海道新聞＜1986): r北海道の可飽性を関〈』 63ペヶジから一部引用．

数

620 

430 

3,560 

2,770 

910 

430 

400 

210 

410 

270 

450 

270 

6,200 

比
一

1
1
a
J
ι
1

一

成
一

m

6
部

位

日

6

6

一

機
一

第2表

丁 実数

575 

382 

3,217 

2,408 

857 

377 

383 

190 

373 

235 

413 

245 

実
域

函館圏

〈中核都市 〕

道 央圏

（道央複合都市圏）

旭川園

〈 中 核 都 市〉

北見・網走 圏

〈 中 核 都 市〉

帯広圏

〈 中 核 都 市〉

釧路圏

〈 中 核 都 市〉

地

100 5,679 ロ人道金



道央複合都市圏構想、を考える

市区町村別人口分布（昭和60年〉
，，－－ーーーー

・・＠凪．一

第6図

~ 

＠期間人

⑥ 100，個人

＠ 

ー

－ 

a

A

a

A

a

A

晶
《

園

間

間

間

uw

初

m
g

ヴ

総
の
と
き
、
新
産
都
市
と
工
業
整
備
特
別
地
域
に
よ

る
拠
点
開
発
方
式
を
採
用
し
た
経
過
で
あ
る
。
周
知

（出所〉 総書苦庁統計局 (1987）：『北海道の人口』日本統計協会. 5ページ。

の
ご
と
く
、
現
実
に
は
集
中
に
よ
る
過
密
の
弊
害
と

流
出
に
よ
る
過
疎
の
弊
害
が
起
こ
り
、
結
局
わ
が
国

最
初
の
全
国
総
合
開
発
は
画
餅
に
帰
し
た
感
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
今
、
道
央
復
合
都
市
圏
構
想
を
考
え
る

と
、
実
は
そ
の
構
想
が
拠
点
を
開
発
し
て
、
そ
の
波

及
効
果
を
全
道
に
分
散
・
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
拠

道点
方

ニハ式
版土そ
での
はも
なの
いで
だあ
ろり
う、

か東
と京

う極
懸集
念 Z
で北
あ海

る。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
構
想
を
検
討
す
る
前
に
、
ま

ず
現
実
の
状
況
か
ら
み
て
み
よ
う
。

す
で
に
第
二
表
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
道
央
圏

あ
る
い
は
道
央
複
合
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
の
程
度

は
高
く
（
第
六
図
参
照
）
、

し
か
も
今
後
も
そ
の
比
率

は
高
く
な
る
と
い
う
予
測
で
あ
る
。
道
で
も
諸
機
能

395 

の
よ
り
一
層
の
集
中
を
意
図
じ
て
い
る
が
、
真
に
北



M7図北海道とその主要都市の人口推移

｛各時点の市区町村人口による〉

・1000 

北海道

札 幌

ー一一内陸都市

一一臨海部市
500 

2 

人
口 200
，画、
万
人 100

50 

20 

海
道
全
体
の
レ
ヴ
ェ
ル
ア
ッ
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プ
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
例
え
ば
道
内
に
お
い
て

新
し
い
地
域
格
差
が
生
じ
る

危
険
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

最
初
に
都
市
へ
の
人
口
集
中

の
状
況
か
ら
道
内
に
お
け
る

し都
て市
み間
る格
。差

既の
に動
谷向
内？を
がる追
、跡

北
海
道
に
お
け
る
都
市
シ
ス

テ
ム
及
び
交
通
網
の
形
成
過

程
は
一
九
二

O
年
頃
を
境
に

分
散
傾
向
か
ら
集
中
傾
向
へ

の
転
換
が
み
ら
れ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
第
七
図
に
よ
れ

ば
戦
後
急
速
に
人
口
が
増
加

し
て
い
る
札
幌
そ
れ
に
旭

川
、
帯
広
、
苫
小
牧
、
北
見



札 暁 52.4 79.5 101.0 124.1 i35;4 154.2 155.5 

旭 Jll 18.8 24.5 28.8 . 32.1 34.9 36. 2 . 36.3 

函 館 24.3 24.3 24.2 30.7 31. 7 '31. 9 31.4 

謝ii 路 15.1 17.4 19.2 加.7. 21. 5 21.4 21.3 

樽 19.9 19.7 19.2 18.4 18.4 17.2 17.3 

室 蘭 14.6 16.1 16.2 15.9 16 .. 0 13.6 13.5 

帯 広 10.1 11.7 13.1 14.2 15.2 16.2 16.4 

苫 牧 6.2 8.2 10.2 13.2 14.9 15.8 15.8 

オt 見 6.7 7.5 8.3 9.2 10.1 10.7 10.6 

主要9都市計 168.1 却8.9 240.3 278.5 298.l 317.2 318.1 

全道tζ占める割合 33.3% 40.4% 40.4% 52.2% 53.6% 55.9% 56.0% 

全道人口 503.9 517.2 517.2 533.8 555.7 567.9 567.8 

道央複合都市圏構想を考える

第3表北海道の主要都市への人口の集中 （単位 ：万人）

｜局窓〉｜議〉｜持；：〉｜（臨ん墜山総J（協

な
ど
の
都
市
グ
ル
ー
プ
と
、
戦
後
人
口
増
加
が
鈍
っ
て
い
る
（
減
少
し

て
い
る
）
函
館
、
小
樽
、
室
蘭
な
ど
の
都
市
グ
ル
ー
プ
と
大
き
く
二
グ

ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
。
そ
し
て
内
陸
に
位
置
す
る
都
市
は
急
速
に
戦

後
人
口
集
積
を
経
験
し
た
が
、
苫
小
牧
を
除
け
ば
臨
海
都
市
は
お
お
む

ね
人
口
の
停
滞
化
に
あ
る
。
特
に
小
樽
の
伸
び
悩
み
は
外
交
上
の
問
題

や
札
幌
と
の
関
係
が
微
妙
に
作
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
第
三
表

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
全
道
人
口
が
最
近
減
少
す
る
兆
し
を
み
せ

第2表と同じ．ただし， 1987（昭62）は補筆。

る
中
で
、
地
域
生
活
経
済
圏
の
中
核
都
市
即
ち
主
要
九
都
市
へ
の
人
口

集
中
は
毎
年
確
実
に
伸
び
て
お
り
、
な
か
で
も
道
央
複
合
都
市
圏
の
中

核
都
市
で
あ
る
札
幌
へ
の
集
中
は
依
然
衰
え
を
見
せ
て
い
な
い
。
以
上

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
北
海
道
が
東
京
と

の
所
得
格
差
を
昭
和
五
五
年
頃
以
降
再
び
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、

道
内
に
お
い
て
は
人
口
の
札
幌
へ
の
一
極
集
中
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

人
口
の
不
均
衡
分
布
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
も
札
幌
と
そ
の
他
の
主
要

都
市
と
の
所
得
格
差
も
、
昭
和
五
五
年
以
降
お
よ
そ
拡
大
傾
向
に
あ
る

ハ
第
四
表
多
照
〉
。
そ
の
際
、
全
国
的
水
準
か
ら
み
る
と
、
多
く
の
北
海
道

（出所〉

の
主
要
都
市
で
昭
和
五
五
年
、
五
六
年
を
一
つ
の
ピ
l
グ
に
、
そ
れ
以
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降
所
得
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
確
か



第
4
表

北
海

道
の

主
要

都
市

の
所

得
格

差
の

推
移

（
全

国
＝

100)

I
 

1971 I
 

1972 I
 

1叶
1974I

 
1975 I

 
19 

1977 
1引

1”
即9仰7ぺ
引

1矧
叶

98邸3
蹴

1姉
（昭

46)
（昭

47)
（昭

48)
（昭

49)
（昭

50)
（昭

51)
（昭

52)
（昭

53
〕
（

I沼
臼
）
（
昭
55)

（昭
56)

（昭
57)

（昭
58)

（昭
59

）
（
昭
60)

札
幌

112
.4

 
118.0 

123.9 
119.1 

111.1 
114.0 

112.8 
110

.8
 
111

.
 

2
 
112

.
 

7
 112.6 

110
.

 
f

 109.5 
108

.0
 
95.9 

旭
川

86.4 
81. 5

 
86.3 

87
.0

 
91. 9

 
96.1 

98
.5

 
99

.3
 
99.4 

100
.6

 100.1 
97. ~ 

94
.9

 9
2
.0

 
89.7 

函
館

9
3
.3

 
89.5 

91.4 
87
.7

 
93

.9
 
99.2 

98.9 
96

.8
 
96

.3
 

96.4 
95
.0

 93
.4 

92
.5

 90
.4 

86
.9

 

郵
ii

路
93.1 

91.1 
91. 5

 
92
.6

 
100.2 

102.1 
105.8 

106
.4

 
105

.8
 -105.3 

104.7 
102

.1
 100

.!
 99.8 

96.2 

小
縛

89.1 
81. 7

 
83.5 

89.1 
91. 2

 
90.9 

9
2
.

 
7

 
92.6 

9
2
.4 

9
3
.2 

9
3
.4

 91. 9
 
90

.3
 88.1 

制
.4

室
蘭

99.9 
94

.9
 
93

.2
 
87
.9

 
98

.9
 
98.4 

97
.4

 
96.3 

91. 3
 
89

.2
 91.5 

93
.

 
~ 

92.6 
89.2 

85.5 

i帯
広

80.1 
79.7 

83.1 
83
.5

 
88

.7
 
93.4 

98
.5

 
98.1 

101.9 
103

.7
 104.5 

102.3 
103.5 

101. 7
 98.1 

苫
小
牧

・107
.0

 
104.0 

108
.8

 
107

.7
 
99

.5
 
100.0 

97.4 
98

.1
 
9
8
.8

 
102.0 

101.4 
98
.9

 
9
7
.2

 94
.4 

91.0 

北
見

84
.α

 
78.81 

81. 31 
82.61 

87.1 
91. 6

 
95

.5
 
98

.5
 
99.4 

98
.

 
71 

100. 81 
98.α 

93.81 
94.6 

89.7 

（
出
所
）

各
年
次
の

f民
力
』
〈
朝
日
新
聞
社
）
よ
り
作
成
。

。。c，、の
3



に
昭
和
五
五
年
、
五
六
年
頃
は
主
要
都
市
の
半
数
以
上
で
全
国
水
準
を
上
回
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
札
幌
と
他
の
都
市
と
の

所
得
格
差
の
拡
大
は
、
経
済
活
動
が
減
速
す
る
北
海
道
の
中
の
傾
向
で
あ
り
、
所
得
格
差
問
題
は
本
来
日
本
全
体
の
中
で
の
位
置
づ

け
が
重
要
と
な
る
。
そ
れ
故
、
北
海
道
と
東
京
と
の
所
得
格
差
の
拡
大
傾
向
の
是
正
に
努
力
し
な
い
限
り
、
道
内
の
所
得
格
差
の
問

題
も
本
質
的
に
は
解
決
し
な
い
。

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
道
央
複
合
都
市
圏
全
域
へ
日
本
有
数
の
都
市
機
能
や
産
業
の
集
積
が
進
ん
で
も
、
そ
の
波
及
効
果
が
地
方
生

活
経
済
圏
の
中
核
都
市
に
ま
で
波
及
す
る
か
ど
う
か
極
め
て
疑
問
で
あ
り
、
旧
全
総
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
波
及
効
果
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
最
悪
の
事
態
と
し
て
道
内
の
地
域
格
差
、
つ
ま
り
札
幌
と
そ
の
他
の
地
域
と
の
格
差

が
一
一
層
拡
大
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
札
幌
を
中
核
と
し
た
道
失
復
合
都
市
圏
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ

道央複合都市圏構想を考える

り
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
ま
す
ま
す
を
強
め
、
実
質
的
に
東
京
圏
へ
吸
収
さ
れ
る
可
能
性
も
充
分
あ
る
。
札
幌
以
外
の
北
海
道
に
お
け

る
地
方
都
市
の
成
長
は
、
い
く
つ
か
の
好
条
件
が
揃
わ
な
い
限
り
現
在
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
多
く
は
望
め
な
い
。
今
後
日
本
国
土
全
体

の
地
域
構
造
と
深
く
一関
連
さ
せ
な
が
ら
、
北
海
道
の
地
域
構
造
を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
表
層
的
に
は
北
海
道
の
独
自

の
問
題
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
、
深
層
で
は
日
本
全
体
の
地
域
構
造
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

昭
和
六
二
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
回
全
総
は
、
「
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
」
を
目
標
に
掲
げ
、
「
交
流
ネ
y

ト
ワ
ー
ク
構
想
」
を

開
発
構
想
と
し
た
。
こ
の
回
全
総
に
は
、
地
方
圏
の
整
備
が
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
が
、
例
え
ば
北
海
道
は
こ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
真
に
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
多
極
分
散
型
国
土
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
も

っ
と
地
方
の
存
在
が
表
面
に
出
て
、
個
性
的
で
活
力
あ
る
多
様
な
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
積
極
的
に
中
央
官
庁
の
権
限
を
地
方
自
治
体
に
移
譲
し
、
財
源
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
を
成
立
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
日
本
の
よ
う
な
上
か
ら
の
計
画
で
は
な
く
、
敗
戦
後
の
東
西
ド
イ
ツ
分
割
に
伴
う
戦
後
改
革
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と
、
そ
の
後
の
行
政
・
財
政
・
金
融
制
度
、
土
地
利
周
計
画
、
産
業
政
策
の
生
活
圏
、
地
犠
経
済
、
地
方
自
治
を
基
礎
と
す
る
地
成

政
策
を
総
合
的
に
展
開
し
て
き
た
西
ド
イ
九
的
、
多
極
分
散
型
国
土
を
目
標
と
す
る
わ
が
国
に
は
格
好
の
見
本
で
あ
る
。
地
理
学
に

お
い
て
も
、
こ
の
水
平
的
交
流
を
通
じ
て
の
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
に
関
し
て
何
ら
か
の
寄
与
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ

で
次
の
章
で
生
活
圏
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
、
道
央
複
合
都
市
圏
構
想
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
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E

道
央
複
合
都
市
圏
と
生
活
圏
レ
ヴ
ェ
ル

道
央
複
合
都
市
圏
へ
の
過
集
中
が
将
来
北
海
道
の
地
域
情
造
に
ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
さ
ら
に
は
わ
が
国
の
地
域
構

造
の
上
で
、
一
極
集
中
の
強
化
に
つ
な
が
る
危
険
を
は
ら
む
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。

本
章
で
は
、
道
央
複
合
都
市
圏
構
情
想
が
本
当
に
道
央
圏
の
核
心
地
域
と
な
り
え
る
か
、
を
検
討
す
る
。
こ
の
複
合
都
市
圏
に
は
、

札
幌
都
市
圏
以
外
に
苫
小
牧
都
市
圏
や
室
蘭
都
市
圏
が
あ
る
が
、
複
合
都
市
圏
を
社
会
的
実
体
と
し
て
把
握
で
き
る
か
ど
う
か
、
重

要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。
ま
た
、
道
央
聞
が
地
域
生
活
経
済
圏
ハ
注
三
参
照
）
の
一
つ
で
あ
る
な
ら
ば
、
道
央
復
合
都
市
聞
の
分
析
に
も

地
域
生
活
経
梼
圏
の
視
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
央
複
合
都
市
圏
構
想
に
は
産
業
や
都
市
機
能
の
集
積

の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
地
域
政
策
と
し
て
は
、
上
か
ら
の
産
業
立
地
政
策
的
な
計
画
で
は
な
く
、
生
活
圏
や
地
方

自
治
を
基
礎
と
し
た
も
の
が
強
く
望
ま
れ
る
。
も
と
も
と
都
市
圏
と
は
「
具
体
例
や
地
域
的
範
囲
と
し
て
は
勢
力
圏
の
概
念
に
、
内

容
的
に
は
日
常
生
活
圏
や
都
部
共
同
社
会
に
近
く
、
経
済
圏
・
商
圏
・
サ
ー
ビ
ス
圏
な
ど
と
も
近
い
。
そ
れ
故
、
そ
の
限
界
は
固
定

的
で
は
な
く
、

，隣
接
諸
都
市
の
勢
力
と
の
力
関
係
に
よ
っ
て
流
動
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
接
心
都
市
の
機
能
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
階

層
的
地
域
構
造
を
な
す
も
の
で
あ
砧
。
」
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
視
点
か
ら
、
道
央
複
合
都
市
圏
の
分
析
を
生
活
圏
レ
ヴ
ェ
ル
中
心
に
行
な
い
、
こ
の
構
想
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
道
央
複



1. 江別市 35.3(%) 60.6(%) 

2. 石狩町 55.9 41.0 

3. 小樽市 12.4 85.8 

4. 広 島町 42.8 49.3 

5. 恵庭市 12.0 71. 8 

6. 岩見沢市 6.2 84.3 

7. 千歳市 4.1 89.8 

8. 当別町 14.5 82.1 

道央複合都市圏構想を考える

第5表札幌市への通勤・通学人口の比率

誌で当相へ吋｜帥…率制

札幌市で従業・通学する者 一・－－
喜市町モ膏在る葺葉者つ冨李著xi山

自市町で従業・通学する者 一一
各市町で常住する説業者・通学者ハム山

（注） 地域は札幌への通勤 ・通学人口の絶対量の願IC並べてある．
〈出所） 総務庁統計局「昭和60年国勢調査報告，第6巻その 1:lじ

海道」より作成

＊ 

布市

合
都
市
圏
の
核
心
都
市
は
札
幌
で
あ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
六

O
年

に
お
け
る
札
幌
へ
の
通
勤
・
通
学
人
口
を
調
べ
る
と
（
第
五
表
怠

照
）
、
一
万
人
を
超
過
す
る
地
核
は
江
別
市
を
先
頭
に
石
狩
町
、
小

樽
市
と
続
く
。
そ
し
て
札
幌
の
郊
外
地
域
に
当
た
る
広
島
町
、
恵

庭
市
、
岩
見
沢
市
、
千
歳
市
、
当
別
町
な
ど
が
一

O
O
O人
以
上

を
示
し
、
江
別
市
や
石
狩
町
の
後
に
続
い
て
い
る
。
確
実
に
札
幌

都
市
圏
は
東
部
あ
る
い
は
南
部
に
拡
大
し
て
い
る
。
反
対
に
札
幌

の
西
側
に
位
置
す
る
小
樽
市
は
、
札
幌
へ
は
常
住
就
業
者
〈
通
学

者
を
含
む
〉
の
十
ニ
・
四
%
ハ
一

O
、
七
六
八
人
）
に
す
ぎ
ず
、
市

内
へ
の
就
業
者
（
通
学
者
も
含
む
〉
は
七
四
、
六
八
五
人
で
、
常
住

就
業
者
の
八
五
・
八
%
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
．
札
幌
市

と
小
樽
市
と
の
結
び
つ
き
よ
り
、
札
幌
市
と
そ
の
東
部
あ
る
い
は

南
部
の
郊
外
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
札
幌
都
市
圏
に
お
け
る
通
勤
・
通
学
人
口
の
流
れ
を
表
わ
し

た
第
八
図
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
小
樽
市
自
身
は
後
志
町
域

の
中
心
と
し
て
、
周
辺
の
市
町
村
を
階
層
シ
ス
テ
ム
内
に
内
包
し

て
い
る
。
そ
し
て
江
別
市
、
石
狩
町
、
広
島
町
な
ど
の
郊
外
地
域

401 

は
、
直
接
札
幌
と
強
く
結
び
つ
く
構
造
で
あ
る
。



第
8
図

札
幌

都
市

闘
に

お
け

る
通

勤
・

通
学

人
口

の
流

れ
〈

昭
和

6
0年〉

"
I
 

~
 

『
一
~
1
0
-
3
0
%

。
10km

一
一
・
》

1
0
%
未
満

」
－
－
－
－
－
＇

〈
出
所
）

第
5
表
と
同
じ
f医

者
作
成
。



道失複合都市圏構想、を考える

第9図札幌広域商圏，伊達室蘭商圏，苫小牧商圏

④ 

千歳

門別

〈出所） 北海道商工観光部 α983）：『北海道広域商圏動向調査報告書』 11ページおよび

13ページの各図より一部修正
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お
り
、
明
ら
か
に
一
つ
の
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る

こ
こ
で
一
つ
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
道
央
複
合
都
市
圏
内
で
は
、
登
別
か
ら
三
八
・
九
%
の
交
通
流
が
室
蘭
に
流
入
し
て

そ
し
て
こ
れ
ら
二
都
市
や
苫
小
牧
か
ら
は
、
札
幌
へ
の

〈
第
八
図
で
は
省
略
〉
。

404 

交
通
流
は
全
て
一
一
%
以
下
で
あ
る
。

々
完
全
に
独
立
し
た
都
市
圏
と
考
え
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、

二
つ
の
都
市
圏
（
室
蘭
都
市
圏
・
苫
小
牧
都
市
圏
）
は
札
幌
都
市
圏
か
ら
各

次
に
小
売
商
圏
か
ら
道
央
複
合
都
市
圏
の
検
討
を
し
て
み
よ
う
。
第
九
図
は
第
五
表
の
地
減
と
買
回
品
の
流
出
率
が
高
い
地
域
を

対
象
に
描
い
た
広
域
商
聞
の
平
面
図
で
あ
る
が
、
札
幌
・
岩
見
沢
・
小
樽
・
余
市
・
苫
小
牧
・
室
蘭
・
伊
達
の
各
市
町
な
ど
が
、
中

し
か
し
、
小
売
商
圏
の
場
合
は
財
の
種
類
に
よ
っ
て
都
市
の
階
層
住
に
特
徴
が
み
ら
れ

心
性
の
高
い
中
心
地
と
し
て
抽
出
で
き
る
。

る
の
で
詳
細
な
資
料
が
必
要
と
な
る
。

そ
こ
で
北
後
志
町
か
ら
札
幌
都
市
圏
へ
の
買
物
動
向
〈
第
六
表
参
照
）
を
分
析
し
な
が
ら
、
都
市
の
階
層
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

そ
の
都
市
の
階
層
性
の
指
摘
が
道
央
複
合
都
市
圏
の
検
討
に
も
有
益
で
あ
る
。

一
般
食
料
品
の
よ
う
な
低
次
の
財
は
、
ほ
ぼ
全
体
的
に
自
町
村
内
で
の
買
物
依
存
率
が
八
O
%
を
越
え
て
い
る
が
、
仁

木
町
と
赤
井
川
町
は
隣
接
の
よ
り
大
き
な
中
心
地
で
あ
る
余
市
町
へ
の
依
存
率
が
四
O
%
台
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。
実
用
衣
料
品

や
身
の
回
り
品
〈
ク
ツ
・
カ
パ
y
）
な
ど
の
財
も
、
積
丹
町
・
古
平
町
・
余
市
町
の
三
町
内
で
の
各
買
物
比
率
が
四
O
J
セ
O
%
前
後

と
高
率
で
あ
る
が
、
仁
木
町
と
赤
井
川
町
で
は
や
は
り
隣
接
の
余
市
町
へ
五
O
J
七
O
%
前
後
の
高
い
依
存
率
を
示
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
高
級
衣
料
品
に
な
る
と
、
各
町
と
も
小
樽
へ
の
買
物
依
存
率
が
四
O
%
を
上
回
る
値
を
示
し
、
北
後
志
町
村
と
小
樽
市
の
中

心
地
レ
ヴ
ェ
ル
の
階
層
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
財
か
ら
は
北
後
志
町
内
の
中
心
地
聞
の
階
層
性
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

例
え
ば
、

高
級
文
化
品
〈
時
計
・
メ
ガ
ネ
・
カ
メ
ラ
〉
、
家
具
・

イ
ン
テ
リ
ア
、
楽
器
・
レ
コ
ー
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
三
種
の
財
の
購
入
に
は
、
通
勤
・
通
学
の
行
動
と
よ
く
制
た
パ
タ
ー
ン
を
見



道央複合都市圏構想、を考える

第H侵北後志町村から小樽市・札幌市への買物依存率

（単位：%）

商 品｜ 一 実 高 身（
級高計時戸カ＼ ・

家具
器楽ス－ 

ク
般 用 級 のツ

・ポ
食 衣 衣 回 文・メ イ νl カ メラ シ

コツ

＼ヘ｜
料 料 料 りパ 化ガ テ

‘~: 用ロcロ] 町村
ロロロ 品 ロEロ] 回）3〆 品＼ネ_,/ 日

ア

積丹町 I 83.9 48.0 22.6 39.2- 33.9 18.4 36.0 

II 9.8 29.6 22.4 17.7 12.4 28.2 12.6 
4,986人 m 3.0 19.4 43.2 37.0 34.7 37.2 41.6 

I耳 0.5 2.3 10.7 3.7 8.4 8.5 2.1 

古平町 I 81. 7 37.2 17.0 43.4 33.4 41三1 35.2 

II 13.2 35.9 22.7 18.4 11.5 39.7 15.4 
6,081人 m 3. ~ 21.2 47.1 32.4 43.1 13.8 41. 3 

I耳 0.4 3.3 11.2 5.3 9.3 4.1 4.1 

仁木町 I 50.5 14. 3 1. 7 10.0 3.9 7.9 2.8 

II 40.6 64.2 39.5 51.5 50.1 62.8 55.4 
5,439人 m 3.8 17.9 46.2 33.6 36.1 21.4 35.6 

町 1.4 2.9 12.5 3.5 6.9 3.5 1. 6 

余市町
I 94.5 70.8 36.5 66.4 58.1 79.5 69.0 

m 4.5 25.7 46.0 26.4 28.1 14.6 24.0 
26,545人 I刃 O.A 3.2 15.9 6.1 10.0 3.4 4.8 

赤井川町 工 41.1 5.8 。 3.7 。 2.1 。
II 45.9 67.4 39.8 59.7 54.2 66.2 38.2 

1,405人 m 8.1 22.9 44.4 33.6 31. 4 14.4 41:7 

N 1. 3 2.6 10.0 1. 7 2.4 4.1 1.6 

（注〉 北海道商工観光部「北海道広域園動向調査報告書」〈昭和58年3月〉から作成
凡例 工 自町村への買物依存率

II 余市町への買物依存率
m 小縛市への買物依存率

IV 札幌市への買物依存率
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第
10園

高
級
文
化
品
（
時
計
・
メ
ガ
ネ
・
カ
メ
ラ
）
の
購
売
行
動
（
昭
和

5
7年〉

ミ

一一一→
1
0
-
3
0
%

。
1
0
k
m
一一一長

1
0
%
未
1両

」
ー
司
-

-
J

町．・，、

〈
出
所
〉
ユ
第

6
表
と
同
じ
で
，
ま
罪
者
作
成
，



い
出
せ
る
。
第
叩
図
は
、
高
級
文
化
品
の
購
買
率
を
四
段
階
に
分
類
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
後
志
町
村
の
地
域
は
小
樽
市

へ
の
購
売
率
が
高
い
が
、
仁
木
町
・
赤
井
川
村
は
小
樽
市
よ
り
余
市
町
へ
の
比
率
が
高
い
。
そ
し
て
小
樽
そ
の
も
の
は
、
札
幌
に
対

つ
ま
り
小
樽
商
圏
は
札
幌
か
ら
独
立
し
て
お
り
、
し
か
も
余
市
商
圏
を
内
包
し
て

一
方
、
札
幌
の
郊
外
に
あ
た
る
石
狩
町
や
広
島
町
は
札

し
て
八
・
三
%
の
購
売
率
し
か
示
し
て
い
な
い
。

い
る
。
そ
し
て
そ
の
余
市
商
圏
は
仁
木
町
と
赤
井
川
村
を
内
包
し
て
い
る
。

幌
へ
高
級
文
化
品
の
八
O
%
前
後
の
高
い
購
売
率
を
示
し
、
非
常
に
核
心
都
市
札
幌
と
の
結
び
つ
き
が
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、
札
幌
商
圏
と
小
樽
商
圏
そ
し
て
余
市
商
圏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
レ
ヴ
ェ
ル
が
異
な
っ
た
階
層
的
商
圏

を
形
成
し
て
お
り
、

し
か
も
札
幌
商
圏
と
小
樽
商
圏
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
が
、
余
市
商
圏
は
小
樽
商
圏
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

百

括

道央複合都市圏構惣を考える

昭
和
六
二
年
七
月
に
提
案
さ
れ
た
「
北
海
道
新
長
期
計
画
案
」
、

圏
レ
ヴ
ェ
ル
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
重
要
な
点
は
、
こ
の
都
市
圏
構
想
が
現
実
の
中
で
機
能
し
つ
つ
あ
る
社
会
的
実
体
と
し
て

そ
し
て
そ
の
中
の
「
道
央
複
合
都
市
圏
構
想
」
に
つ
い
て
生
活

存
在
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

例
え
ば
、
通
勤
・
通
学
園
や
小
売
商
圏
の
分
析
か
ら
み
て
も
、
道
央
復
合
都
市
圏
内
に
お
け
る
札
樽
関
係
は
弱
体
化
し
て
お
り
、

し
か
も
後
志
町
村
域
に
お
い
て
は
小
樽
商
圏
が
分
離
・
独
立
す
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
札
幌
の
郊
外
地
域
が
中
核
都
市

札
幌
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
以
降
の
札
幌
を
含
め
た
主
要
都
市
に
お
け
る
所
得
格
差
の
落
ち
込
み
、
並
び

に
東
京
と
の
所
得
格
差
の
拡
大
化
、
そ
れ
に
不
況
業
種
を
多
く
抱
え
た
北
海
道
の
産
業
構
造
な
ど
を
み
る
と
、
道
央
複
合
都
市
圏
へ

の
諸
機
能
の
集
中
化
を
急
ぐ
背
景
は
充
分
に
承
知
で
き
る
。
し
か
し
、
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一
方
で
日
本
全
体
の
一
極
集
中
化
を
助
長
し
、
道
内
の
所
得



格
差
を
拡
大
す
る
危
険
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
経
済
効
率
性
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
地
域
と
は
人
聞
が
居
住
し
、
生
活
を
営
ん
で
い
る

408 

社
会
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
欠
落
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
道
央
復
合
都
市
圏
の
苫
小
牧
や
低
迷
す
る
室
蘭
の
各
都
市
固
ま

で
が
、
中
核
都
市
札
幌
と
の
結
び
つ
き
が
一
%
以
下
と
極
め
て
弱
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
都
市
聞
を
小
樽
を
含
め
て
一
つ
の
複
合
し
た

都
市
圏
と
す
る
構
想
が
提
案
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
波
及
効
果
の
問
題
や
生
活
圏
レ
ヴ
Z

ル
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
構

想
が
現
実
味
に
欠
け
る
こ
と
は
今
ま
で
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
新
千
歳
空
港
の
開
港
、
千
歳
・
恵
庭
・
苫
小
牧
一
帯
の
一
三
万
加
を
ハ
イ
テ
ク
基
地
化
し
よ
う
と
す
る
道
央
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
構
想
へ
の
動
き
、
さ
ら
に
わ
ず
か
で
あ
る
が
人
口
減
少
を
続
け
る
小
樽
の
よ
う
に
、
外
部
資
本

m
西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー
プ
）
の
本

格
的
な
参
加
に
よ
っ
て
運
河
の
再
生
に
よ
る
町
づ
く
り
が
軌
道
に
の
り
だ
し
た
地
域
も
あ
る
。
そ
の
反
面
、
石
狩
湾
新
港
地
域
や
苫

小
牧
東
部
へ
の
よ
う
に
企
業
立
地
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
り
、
新
日
鉄
室
蘭
の
よ
う
に
構
造
不
況
に
苦
し
む
状
況
も
同
時
に
存
在
し
て

い
る
。道

内
に
お
い
て
比
較
的
特
色
あ
る
産
業
が
立
地
し
て
い
る
道
央
複
合
都
市
聞
は
、
札
幌
市
の
高
度
な
中
枢
管
理
機
能
の
集
積
と
人

口
増
を
背
景
に
、
道
内
に
お
け
る
リ
l
デ
ィ
ン
グ
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
都
市
圏
を
経
済
圏
と
の
み
考
え
ず
に
、
日
常

生
活
圏
の
レ
ヴ
ェ
ル
も
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
後
者
の
、
下
か
ら
計
画
を
作
り
あ
げ
て
い
く
視
点
こ
そ
が
、
道
央
複
合
都
市

圏
が
地
域
生
活
経
済
闘
の
中
核
地
域
と
し
て
今
後
発
展
し
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
経
済
と
文
化
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
地
域
政
策
こ
そ
が
、
水
平
的
交
流
の
活
発
さ
を
生
み
、
多
核
分
散
型
国
土
の
形
成
に
も
有
益
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
地
方
都
市
の

興
隆
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
経
済
優
先
の
日
本
の
地
域
政
策
は
問
題
で
あ
る
。

〈注〉

｛
（

1
〉
従
来
の
県
民
所
得
の
概
念
に
は
、
法
人
所
得
を
含
む
た
め
企
業
数
の
多
い
東
京
が
極
繍
に
高
い
値
に
な
る
欠
陥
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
雇



道失復合都市圏構想を考える

用
者
所
得
、
財
産
所
得
（
家
計
分
）
、
個
人
企
業
所
得
の
合
計
を
各
県
の
人
口
で
割
？
た
値
を
山
山
し
、
東
京
を
一

O
Oと
し
て
各
県
の
値
を

計
算
し
た
（
『
一
九
八
八
年
版
、
日
本
国
勢
図
会
』
国
勢
社
）
。

ハ
2
〉
北
海
道
開
発
調
整
部
怠
事
（
計
画
）
ハ
一
九
八
八

Y
『
北
海
道
新
長
期
計
画
案
（
基
本
構
想
編
）
』
北
海
道
、
六
四
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
「
地
域
の
産
業
活
動
と
生
活
が
結
び
付
き
、
誰
も
が
ど
こ
に
い
て
も
希
望
を
も
っ
て
働
き
、
安
心
し
て
生
活
を
営
め
る
地
域
的
な
ま
と
ま

り
」
（
出
所
は
注
2
）
を
地
域
生
活
経
済
圏
と
定
義
し
て
い
る
。

ハ
4
）
中
村
剛
治
郎
〈
一
九
八
八

Y
「
四
会
総
」
の
ど
こ
が
問
題
な
の
か
、
世
界
五
一
七
号
六
一

J
七
一
。

ハ
5
）
谷
内
達
（
一
九
七
九
）
u

北
海
道
に
お
け
る
交
通
園
の
都
市
シ
ス
テ
ム
の
形
成
、
一
八
八
七
J
一
九
三
五
年
、
北
海
道
地
理
五
三
号
。

ハ
6
〉
好
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
函
館
建
設
事
業
、
小
樽
市
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
マ

イ
タ
ク
シ
計
画
、
帯
広
テ

νト
ピ
ア
事
業
、
旭
川
市
ニ
ュ
ー
メ
デ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
な
ど
が
あ
る
。

（
7
）
多
極
分
散
型
国
土
の
形
成
に
関
し
て
、
地
方
分
権
制
度
の
有
効
性
を
主
援
す
る
研
究
者
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
正
村
公
宏
氏
も
そ

の
一
人
で
、
「
ハ
国
土
の
）
地
域
構
造
の
不
均
衡
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
東
京
へ
の
権
限
と
情
報
の
集
中
を
改
め
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
行
政
や
財
政
の
大
胆
な
分
権
化
が
必
要
で
あ
る
。
」
〈
日
経
、
一
九
八
九
年
一
月
二
十
三
日
付
）
と
し
て
い
る
。

（
8
〉
中
村
剛
治
郎
（
一
九
八
七
）
日
戦
後
国
土
政
策
の
変
遷
と
回
全
総
、
都
市
問
題
七
八
巻
十
二
号
三

t
二
十
二
。

ハ
9
）
高
野
史
男
（
一
九
七
三
〉
日
都
市
圏
「
地
理
学
辞
典
」
二
宮
書
店
。

〈
拙
稿
は
一
九
八
七
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
共
同
研
究
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）
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